
① ② ③

① 「削る」やすりで表面をこすって削ります。

② 貝や殻が出てきたら、「磨く」やすりで表面を磨きます。

※ 洗面器に水を張って、やすりの削りくずを洗い落としながら削っていくと効果的です。

●

① 削りすぎると漆がはがれて、元の木がでてきてしまいます。

ある程度模様が出てきたら、「磨く」やすりに切り替えましょう。

② 完成すると、他の人の箸と区別できなくなりますので、注意してください。

●

① 箸は四角形です。各面に沿って削ってください。

（角を削ってしまうと、元の木が出てきやすいです）

② 表面にアワビの貝殻（銀色、長方形）が３つ出てくる面が２つあります。

塗料は表面から順に「黒」「赤」「黄」「緑」に塗られています。

「緑」が浮かび上がったら削り終えてください（元の木が出てきてしまいます）。

アワビの貝殻がきれいな長方形として、浮かび上がったら、削り終えてください。

砥石や箸は洗面器の水にさらして、表面の削りカスを落としながら削ってください。

③ 紙ヤスリは水につけながら磨いてください。

「注意点」参照

●指導者の方へ（指導する際、配慮していただきたい点）

若狭塗り箸

●作り方の手順

荒いやすりで

「削る」

細かいやすりで

「磨く」
→

作り方のポイント（より上手に作るために）

注意点（安全に作るために）

→
紙やすりで

仕上げる

四角い銀色の貝が
浮かび上がります

（ただし上下２面のみ）


